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The Method of Mixing Plaster with Water at Meirin College Dental Clinic
III. How to Obtain the Optimum W/P Ratio?
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へ の石膏注入は,模型東商の気泡迷 入や模型 の破折
な どが生 じると,その筋為 は失敗 に帰 し,再 度印象
採得 しなければならな くなる∴二の再印象のためには,
患者 さんには再来院 して頂 くことになって しまう.
現在碍歯科技 工術式 は, 口腔 内を再現 した作業模
型上ですべ ての操作 を裾 う間接法術式が採用 されて
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るが,本学附属歯科診療所 の歯科衛生士が練和 して
いる石膏 は.非常 に良好 な件 胃を持 っているこ とが
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石膏 の性 質は混水比 に よって大 き く左右 され る.
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連絡先 :〒950-2086 新潟市西医薬砂3-1640 明儒短期大学附属歯科診療所 小林梢 TELB25-232-6361(内線601)
小林 梢 ほか :本学附属歯科診療所における石膏練和について
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する状態とした.
T.結果










またや採取 した石膏 と水 をそ碍都度重量計測して
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さ ら に , 印 象 の種類と練和した石膏泥の温水 とと と
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②石膏の保存状態:石膏が 圧 縮 さ れ ,硬 く 締 ま っ
ている状態
表 3から得たその平均値は, 石 膏 が ふ わ ふ わ し て
いる状態①では 2掴 -26髄 ,硬 く 締 ま っ てい る 状
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ま た い ず れ の 状 態 においても , 容 器 内 の 石 膏 残 量
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翌)寄港中の石膏の保存状態が圧縮され,硬く締まっている
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間 の 先 輩 を こ よ る 実 技 指 導を通して練卿 ･注入法を獲
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すくう 湧 水を加える =多 幸練和 事 必要あ
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練 和 カ ッ プに計量漁ップで採取した石膏は 73.5g
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でぬら し 液 滴 を射商加えて練和を再開し 機械株和
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